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・議長
・総務文教常任委員

玉置一郎

【議会運営委員会】
議会の運営に関すること

【議会広報編集委員会】
由良町議会だより「こんにち
は！議会です」の編集発行に
関すること

New�Member list

新 議 員
の 　 　
顔 ぶ れ

・総務文教常任委員
・産建厚生常任委員
・議会運営委員
・議会広報編集委員 

山口 太志1番

山本 大4番
・総務文教常任委員長
・議会運営委員長
・産建厚生常任委員
・議会広報編集委員

・総務文教常任委員
・産建厚生常任委員
・議会運営委員
・議会広報編集委員 

岩   清和2番

・産建厚生常任委員
・議会運営委員

三好 章五3番

令和5年5月

9番

真の志で、町民の声を町政
に届けます。

町民や高齢者のために、
ますます骨身を惜しまず。

町民皆様の代表の1人と
して、全力投球します。 町民皆様の声を町政に届ける

ため、一生懸命、頑張ります。

委員長職として、
気を引き締め努めます。
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・副議長
・議会広報編集委員長
・総務文教常任委員
・産建厚生常任委員

三上 幸夫8番

【総務文教常任委員会】
一般行財政、町有財産、消防、教育及び他の委員会に属しない事務についての調査及び議案、
請願の審査に関すること

【産建厚生常任委員会】
農林水産、商工、観光、労働、都市計画、土木、住宅建築、水道、社会福祉、保健衛生、環境衛生、
国民健康保険、下水道事業等についての事務の調査及び議案、請願の審査に関すること

Yura Town Councilor

由 良 町
議 会・産建厚生常任委員

・議会運営委員

野田 悟5番

・産建厚生常任委員長
・議会運営委員
・議会広報編集委員

川出 純7番

・総務文教常任委員
・議会運営委員

森 三枝子6番

令和5年5月

皆さまの声を聞き、安心・
安全で住みやすい町をつく
るため頑張ります。

皆様の声を町政へ
生かせるよう提案します。

目の前の無駄をなくす
取組みを提案します。

ちょくちょく、
町内を廻ります。
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　令和5年3月定例会は、3月8日から17日まで10日間の会期で開かれました。
　公有水面埋立て1件、条例一部改正4件、条例新規制定4件、協議会設立1件、
人事2件、補正予算3件、当初予算6件すべて可決、同意しました。
　一般質問は、7名の議員が登壇しました。

令和5年度当初予算

令和5年度の主な新規・拡充事業

令和 �年�月  定例会

PickUp!

● 農業インターン支援補助金
● 地域課題解決型起業支援補助金
● 「ゆらの実り」EC活用補助金
● 地域農業ミライテラス補助金
● 小池浚渫工事 (小引 )
● 法華寺池浚渫工事（衣奈）
● 集落支援員任用
● 動物供養碑設置工事

23万円
150万円
200万円
150万円
400万円
200万円
340万円
200万円

● 観光大使活動負担金
● 地域プロジェクトマネージャー任用

300万円
650万円

基本目標２
「新しいひとの流れをつくる」

基本目標 1
「安定した雇用を確保する」

● 旧中央保育所解体撤去工事

● 自主防災組織活動事業費補助金

● 防災行政無線LINE連携事業

● 避難場所整備事業（横浜）

● ドローン整備事業

4,500万円

168万円

48万円

300万円

126万円

基本目標 4
「住みやすいまちをつくる」

基本目標 3
「結婚・出産・子育ての希望をかなえる」

● ゆらっこすくすくクーポン券
● 視力検査用屈折検査機器等購入事業

271万円
150万円

・一般会計
・国民健康保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・介護保険特別会計
・水道事業会計
・下水道事業会計

41億 6,300 万円
8億 8,760 万円
1億 7,850 万円
8億　800 万円
5億　330 万円
7億 9,270 万円

令和5年5月

小学校も新しく動き出しました
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Q&A on the budget予算 へ の 質疑と答弁

旧中央保育所

旧中央保育所解体撤去費用　4,500万円

撤去費用としては、高額ではないか。

【総務政策課長補佐】
　４,500 万円という数字が高いのではないかと
いうことですが、現在、積算業務をしています。
　それに応じて、正確な金額が算出されます。

中間育成

キジハタの放流事業を

 【産業振興課長補佐 兼 観光推進室長】
　水産業の新たな放流魚種について、新たな取組みへ支援していきたい。

　 農業関係の予算額と水産業関係の予算額の差
が大きく感じられる。
　令和５年度以降、高単価で売買される「キジ
ハタ」という種類の新しい放流事業が県事業で
始まる予定です。放流事業を実施すればするほ
ど、水揚高が上がるのでは。
　来年度以降、町内でも「キジハタ」の放流を
すべきだと思うので放流事業の増額を。

６次産業化のさらなる支援を

【産業振興課長補佐 兼 観光推進室長】
　今後、６次産業化の取組みへの支援については、
具体的な内容を聞きながら前向きに検討していきま
す。

　近隣の市町村では、６次産業化に向けて取組みを
している。
　町内には、良い産品や加工物もある中、より一層、
６次産業化に対して販売できるよう町として取組み
をしてもらいたい。

令和5年5月
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Q&A on the budget 予算 へ の 質疑と答弁

動物供養碑設置工事  200万円

【産業振興課長補佐 兼 観光推進室長】
　設置場所については、広く関係者の意見を聞き、適地を検討
していきます。動物という形での供養ですので、有害捕獲され
た獣以外にも、ご自宅などで飼育されたペットや、動物全般の
供養碑ということを考えています。

どこへ設置する予定か、また、どういう動物が供養されるのか。

バス・タクシー運賃助成事業  743万円
チケットクーポンの再購入は

　令和５年度の対象者数は、何名を想定しているのか。

　【住民福祉課副課長】令和５年１月末現在で、バス・タク
シー運賃助成金として、１万 5,000 円分のチケットクーポン
の冊子を、 80 歳以上の方には 385 冊、70歳以上で、免許返
納された方には 109 冊、対象の障害者の方には 73冊を発行
しています。
　令和５年度も同じくらいの人数になると想定しています。

　高齢者の方々の免許返納など、高齢者の方々を取り巻く環
境が、年々厳しくなっている。
　対象者の方々が、運賃助成クーポンを使い切った後、再購
入ができればと思うが、対応は。

　【住民福祉課長】運賃助成クーポンを１冊すべて使い切り、
２冊目が欲しいというような声があるなら、状況など調査研
究し、検討します。

動
物
供
養

空き家改修支援事業  400万円

【産業振興課長補佐 兼 観光推進室長】
　県内から由良町へ移住された方を対象に、町単独で改修費用の３分の２以内、上限 80万
円を補助します。令和 4年度は、２件交付実績があります。また、令和５年度においては
５件分、計 400 万円を予算化しています。
　ただし、町内の方が、町内の空き家を改修して転居された場合は、補助対象外になります。

　和歌山県にも同じような移住支援事業はあるが、由良町に
おける具体的な移住規定は。

令和5年5月
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国道42号線沿いの歩道改修の進捗状況は

　【参事・地域整備課長】JR 紀伊由良駅前から南側の
歩道については、まだ未整備の区間がありますが、用地
買収も完了しましたので、令和５年度内に工事発注さ
れると国から聞いています。
　また、畑・中区内の歩道については、現在４か所ほ
ど歩道未設置の箇所があり、ところどころ途切れてい
ます。
　その箇所の測量設計について、令和４年度に新規事
業として予算計上されましたので、現在、調査設計を
実施しています。

 　JR 紀伊由良駅前と畑地内の歩道の状況については、
町民の皆さんの関心が高い。現在の進捗状況は。

Q&A on the budget予算 へ の 質疑と答弁
女性団体活動を継続させるために、町のサポートを

　【教育課長】今年度も確かに、サポートなどの要望等がありました。
　女性団体については、町の運営する団体ではなく、助成金を交付して
活動している団体です。
　その管理運営については、各団体の方々にお願いをしている状況です。
　現在、活動のチラシ作成などは協力しておりますし、今後、パソコン
入力サポートなど、可能であればお手伝いできると思います。

　 成人学級費の中に、町女性団体活動助成金があります。女性団体活動を続けるためには、
書類作成に当たり、パソコンなどの機器を不得意とする方もいるので、町のサポートを。

国道 42 号線中地内（広川方面から）

介護保険　見守りネットワーク事業　96万円

　【住民福祉課長】この事業は、１人暮らしの高齢者の
方々に対して、配食サービスを週１回、弁当をお持ちし
て、お元気かどうかを確認している事業です。
　できるだけ、地域の方々で見守っていただくような体
制・整備に今後、力を入れていきたい。

　１人暮らしの方々にとって、郵便局員やとくし丸の
方々が訪ねてくれることは、安心安全のツールになって
います。
　町が行っている見守りネットワーク事業とは。

令和5年5月
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人
事

議　案　名

由良町議会の個人情報の保護に
関する条例

由良町個人情報保護審議会条例

由良町個人情報保護法施行条例 可
決

〇〇〇〇〇

××

〇

可
決

〇〇〇〇〇

××

〇

可
決

〇〇〇〇〇〇

×

〇

山
口 

岩
﨑 

三
好 

野
田 

山
本 

森 川
出 

三
上

結
果

令和５年３月定例会 議案の採決結果

Q&A on the budget 予算 へ の 質疑と答弁

　 【上下水道課長補佐】今年度から事業着手し、戸津
井クリーンセンターを中継ポンプ場に改造し、衣奈ク
リーンセンターまで接続管を敷設し、戸津井地区の汚水
処理を行う予定です。令和５年度に設計業務と一部管路
工事を実施し、令和６年度に管路工事と設備工事をした
いと考えています。
　また、コスト削減について、戸津井地区の 50年間の
維持管理費に要する費用は統合しない場合、約８億4,000
万円の経費がかかります。
　それに対して、統合すると約３億 2,000 万円となり、
50年間で約５億 2,000 万円のコスト削減が見込まれま
すので、衣奈クリーンセンターへ統合するのが有利と
考えます。

　今後、戸津井クリーンセンターが、衣奈クリーンセン
ターへ接続した場合、どれぐらいコスト削減できると考
えているのか。

戸津井処理場（内部） 

戸津井処理場（外観） 

※玉置議長は裁決に加わりません。〇は賛成　×は反対

令和５年３月１日

令和４年度由良町一般会計補正予算
出産・子育て応援給付金給付事業等 ２７０万円

令和５年第１回 臨 時 会

令和5年5月

戸津井地区漁村整備事業（処理場統合）
【令和５年度～６年度】総事業費　約１億5,000万円下水道事業　

8



町
独
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育
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一般質問
General question

三上 幸夫
議員
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教
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な
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。
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６
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図
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。

 　

小
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独
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組
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つ
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、
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の
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を
守
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設
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予
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て
も
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ま
せ
ん
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な
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は
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て
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か
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    【
教
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】
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は
、
平
成　
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に
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っ
て
い
ま
す
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た
統
合
に
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け
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等
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事
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き
ま
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た
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小
中
連
携
部
会
を
通
し
て

　

指
導
の
統
一
を
図
る

由良小学校

　

    

ど
の
漁
港
に
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岸
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の
管
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、
マ
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入
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こ
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連
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き
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    【
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】
漁
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活
動
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
行
為
に
対
し
、

さ
ら
な
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。

令和5年5月
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の
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悪
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客
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由
良
小
学
校
の
避
難
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は
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出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
要
望
に
対
し
て
、
指
定
管
理
者
側
か
ら

で
き
る
限
り
の
雇
用
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
約

束
し
て
く
れ
た
と
思
う
。

　

詳
し
い
契
約
内
容
は
、
分
か
ら
な
い
が
、
働

け
な
く
な
っ
た
方
は
困
り
ま
す
。

　

雇
用
状
態
が
４
月
以
降
、
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
、
町
で
把
握
し
て
い
る
状
況
の
説
明
を
。

　

    

産
品
販
売
に
つ
い
て
も
、
現
在
出
品
さ
れ
て

い
る
方
が
引
き
続
い
て
出
品
は
で
き
る
の
か
。

従
業
員
は
継
続
雇
用
し

　

町
内
事
業
者
と
の
契
約
を
最
優
先

　

    【
町
長
】
４
月
１
日
か
ら
、
自
主
事
業
と

し
て
産
品
販
売
な
ど
を
開
始
し
、
そ
の
際
に
は
、

地
域
の
生
産
者
の
方
々
に
も
、
出
品
の
お
声
が

け
を
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
面
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
も

貢
献
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

白崎海洋公園ログハウス

令和5年5月
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
募
り

　

白
崎
海
洋
公
園
の
整
備
を

一般質問
General question

三好 章五
議員

　

    【
町
長
】
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
今
後
に
つ
い

て
は
、
施
設
撤
去
す
る
こ
と
を
現
在
の
と
こ
ろ

白
紙
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
だ
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
撤
去
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

    
厳
し
い
財
政
事
情
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

現
況
の
ま
ま
、
公
園
内
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
負
の

遺
産
的
な
象
徴
と
し
て
ず
っ
と
放
置
し
た
ま
ま

と
い
う
の
も
、
い
か
が
な
も
の
か
な
と
も
思
う
。

　

何
年
後
か
を
め
ど
に
、
整
地
、
整
備
し
て
い

く
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
    【

町
長
】
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
が
、
明
確
で
あ
っ
て

現
実
性
が
あ
り
、
い
か
に
多
く
の
方
々
か
ら

共
感
し
て
も
ら
い
、
取
り
込
め
る
か
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
一
般
的

に
は
ハ
ー
ド
整
備
と
い
う
よ
り
も
、
ソ
フ
ト

的
な
も
の
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ハ
ー
ド
整
備
は
、
度
重
な
る
災
害

を
教
訓
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
考
え
る
な
ら
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
研
究
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

    

提
案
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
想
の
転
換
を
図
り
、
一
つ
の
方
法
と
し

て
、※

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
資
金
を
集
め
、
整
備
等
を
実
施
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

全
国
の
皆
様
方
の
お
力
で
夢
が
広
が
り
、

白
崎
海
洋
公
園
に
マ
ッ
チ
し
た
白
亜
の
殿
堂

み
た
い
な
夢
の
あ
る
物
を
、
造
っ
て
い
け
ば

と
思
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
を
い
か
に
少
な
く
し
、
海
洋
公

園
を
う
ま
く
運
営
で
き
る
よ
う
な
提
案
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
夢

に
向
か
っ
て
進
め
ま
せ
ん
か
。

慎
重
に
考
え
研
究
し
ま
す

白崎海洋公園クラブハウス

令和5年5月

※

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

不
特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金
ま
た
は

　

寄
付
金
を
募
る
こ
と
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悪
質
な
水
上
バ
イ
ク
に
対
し
て

　

条
例
制
定
を

一般質問
General question

山口 太志
議員

　

    

私
は
、　

年
ほ
ど
漁
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
で
海
の
状
況
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
現
状
の
水
産
業
の
こ
と
を
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

悪
質
な
水
上
バ
イ
ク
が
海
上
を
走
り
、
漁
業

者
は
悩
み
、
頭
を
抱
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
一
番
被
害
を
受
け
て
い
る
の
は
、

定
置
網
漁
業
者
で
す
。

　

定
置
網
と
い
う
の
は
、
魚
の
通
り
道
に
網
を

固
定
し
て
漁
を
す
る
漁
法
で
あ
り
、
自
然
に
優

し
い
漁
法
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
定
置
網
の
仕
掛
け
近
く
に
、
猛
ス
ピ
ー

ド
と
爆
音
で
走
り
回
る
水
上
バ
イ
ク
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

和
歌
山
県
は
条
例
を
制
定
し
、
取
り
締
ま
り

強
化
に
向
け
て
、
動
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

町
独
自
の
視
点
で
、
条
例
制
定
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
な
い
の
か
。

規
制
水
域
に
つ
い
て
県
と
協
議

　

    【
町
長
】
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
航
行
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
沿
岸
に
お
け
る
漁
場
活

用
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
状
況
等
に
つ
い
て
、

県
と
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

県
議
会
に
お
い
て
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
に
関

し
て
、
航
行
の
規
制
、
運
行
の
適
正
化
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
「
和
歌
山
県
水
上

オ
ー
ト
バ
イ
航
行
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
」

が
可
決
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
況
、
町
独
自
の
条
例
制
定
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
県
条
例
の
第
９
条
に
は
、「
市
町
村

長
は
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
と
遊
泳
者
等
と
の
事
故

の
発
生
が
、
特
に
懸
念
さ
れ
る
水
域
が
そ
の
区

域
内
に
存
す
る
と
き
は
、
当
該
水
域
に
つ
い
て
、

知
事
に
対
し
、
規
制
水
域
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

の
状
況
を
見
て
考
え
ま
す
。

４０

令和5年5月

定置網漁業者を悩ましている水上オートバイ（画像はイメージです）
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国
道　

号
線
の
改
善
要
望
は

　

約
８
年
経
過
し
た
が

一般質問
General question

野田 悟
議員

　

    【
町
長
】
毎
年
、
町
と
し
て
国
土
交
通
省

や
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
要
望
活
動
を
し
、

和
歌
山
県
道
路
協
会
、
近
畿
国
道
協
議
会
な
ど
、

各
方
面
か
ら
も
要
望
を
し
て
い
ま
す
。

　

早
く
事
業
化
が
実
現
で
き
る
よ
う
関
係
各
位

の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
今
後
と
も
要
望
活

動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

畑
区
で
「
国
道　

号
改
良
促
進
の
会
」
を
立

ち
上
げ
て
い
た
だ
い
て
、
非
常
に
心
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、多
く
の
関
係
者
の
方
々

の
、
お
力
添
え
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
民
の

思
い
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

    
畑
区
の
水
越
峠
近
く
の
国
道
付
近
で
、ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
と
由
良
川
周
辺
山
間
部
の
現
地
調

査
を
す
る
と
回
覧
が
あ
り
ま
し
た
。

　

改
善
要
望
が
、
約
８
年
ぐ
ら
い
続
い
て
い
る

中
で
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　

    【
町
長
】
和
歌
山
県
並
び
に
本
町
の
第
２
期

総
合
戦
略
の
期
間
は
、
令
和
６
年
度
末
に
終
了

し
、
今
後
、
県
が
定
め
た
次
期
総
合
戦
略
を
軸

と
し
て
、
町
も
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
国
の
交
付
金
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
由
良
町
の
特
色
を

生
か
し
た
将
来
を
新
た
に
見
据
え
、
人
口
減
少
対

策
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

    

総
合
戦
略
だ
け
で
は
、
今
後
の
由
良
町
を

ど
の
よ
う
に
、
よ
く
し
て
い
く
の
か
将
来
像
が
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

将
来
計
画
を
立
て
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
施

策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

町
で
は
、
な
ぜ
長
期
総
合
計
画
を
作
ら
な
い

の
か
。

　

    

両
小
学
校
の
廃
校
後
、
で
き
る
だ
け
早
く

有
効
利
用
が
図
れ
る
よ
う
地
元
の
了
解
を
得
な

が
ら
、
広
く
公
募
す
れ
ば
、
由
良
町
の
発
展
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

    【
町
長
】
現
段
階
に
お
い
て
は
、
両
校
と
も

具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
定
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
利
用
希
望
者
か
ら
事
業
提
案
を

募
集
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
用
い
て
、
活

用
方
法
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

活
用
に
当
た
り
、
ニ
ー
ズ
の
十
分
な
把
握
に

努
め
、
有
効
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

各
方
面
に
要
望
活
動
を
実
施

42

国道 42 号線（歩道未整備の区間）中地内

由
良
町
の
長
期
総
合
計
画
は

白
崎
・
衣
奈
小
学
校
の
有
効
利
用
計
画
は

42

令和5年5月
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高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
充
実
を

一般質問
General question

岩　 清和
議員

　

    

由
良
町
に
お
い
て
は
、
少
子
化
が
進
み
、

ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

病
気
で
町
外
の
お
医
者
さ
ん
、
特
に
専
門
医

に
行
き
た
い
が
、
バ
ス
の
便
が
少
な
い
よ
う
に

私
は
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
い
つ
も
、
私
の
耳
に

様
々
な
情
報
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
高
齢
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

今
ま
で
と
違
っ
た
形
で

　

高
齢
者
施
策
を
研
究
し
ま
す

　

    【
町
長
】　
歳
以
上
の
高
齢
者
や　

歳
以
上

の
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
１
万
５

０
０
０
円
分
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
や
、

配
布
を
希
望
す
る　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し

て
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

８０

　

    

か
つ
て
、
町
が
行
っ
て
き
た
素
晴
ら
し
い

行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

例
え
ば
、敬
老
会
と
か
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

な
ど
、
今
後
、
行
事
の
復
活
と
か
、
予
算
計
上

を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

お
金
を
か
け
ず
、
高
齢
者
の
方
々
の
健
康
増

進
に
協
力
で
き
る
姿
勢
は
あ
る
の
か
。

　

今
後
、
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　

    【
町
長
】
高
齢
者
が
、
ま
す
ま
す
増
加
し

て
い
く
中
で
、
老
人
招
待
旅
行
や
敬
老
会
を
開

催
し
よ
う
と
す
る
と
、
各
地
区
の
団
体
役
員
の

担
い
手
不
足
や
、
出
席
が
し
た
く
て
も
で
き
な

い
な
ど
様
々
な
理
由
が
あ
り
、
高
齢
者
に
関
す

る
事
業
の
開
催
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
、
暮
ら
し
や
す
い
環

境
を
実
現
す
る
た
め
に
地
域
の
方
々
と
支
え
合

う
仕
組
み
を
考
え
、
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
活

動
を
行
う
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
す
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、今
ま
で
と
は
違
っ
た
形
で
、

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

﨑７０

65

ペタンク大会　町民グラウンド

令和5年5月
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学
校
給
食
の
無
料
化
に
向
け
て

一般質問
General question

川出 純
議員

　

    【
町
長
】
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
材

費
及
び
調
理
委
託
料
で
、
年
間
約
３
６
０
０
万

円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
食
費
と
し
て
、
年
間
約

２
０
０
０
万
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
税
措
置
に
つ
い
て
は
、
給
食
実
施
人
数

が
算
定
基
準
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

    
学
校
給
食
の
無
料
化
に
向
け
、
由
良
町
に

お
け
る
給
食
費
の
仕
組
み
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

交
付
税
措
置
、
保
護
者
負
担
の
仕
組
み
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

    【
住
民
福
祉
課
長
】
令
和
５
年
２
月
末

時
点
で
、０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
小
学
校
へ
入

学
す
る
ま
で
の
子
ど
も
は
、
１
４
５
人
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５

年
２
月
末
時
点
で
３
世
帯
が
転
出
、
５
世
帯

が
転
入
と
い
う
状
況
で
す
。

　

    

給
食
費
無
料
化
の
思
い
切
っ
た
施
策
も
、

必
要
で
は
な
い
か
。

　

    【
町
長
】
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
恒
久
的
な
財
源
の
確
保
な
ど
厳
し
い
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　
    

就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
、
町
に

お
け
る
転
出
、
転
入
の
状
況
は
。

恒
久
的
な
財
源
確
保
に

　

厳
し
い
課
題
が
あ
る

※

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
の
送
迎
や
預
か
り
な
ど
子
育
て
の
援
助

子
育
て
世
帯
の
転
出
・
転
入
の
現
状
は

令和5年5月

　

    【
町
長
】
由
良
町
は
、
子
育
て
支
援
に
対
し

て
充
実
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
、
広
報
も
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、※

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
在
宅
で
子
ど
も
達
を
見
て
も
ら

え
る
人
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

    

私
は
、
思
っ
た
よ
り
減
っ
て
い
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
は
、
充
実
し
て
い
る
の
で
広
報
や

Ｐ
Ｒ
の
方
法
も
充
実
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
が
。
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委 員 長 　 　 三 上  幸 夫
副 委 員 長 　 岩 﨑  清 和
　 　 　 　 　 山 口  太 志
　 　 　 　 　 山 本  大
　 　 　 　 　 川 出  純

議 会 広 報 編 集 委 員 会 編
集
後
記

　
桜
満
開
の
中
、
新
生
由
良

小
学
校
が
開
校
さ
れ
、
そ
し

て
、
白
崎
海
洋
公
園
の
指
定

管
理
者
の
運
営
も
始
ま
り
、

私
達
の
由
良
町
が
弾
み
出
し

ま
し
た
。

　
若
葉
と
藤
の
花
の
季
節
を

迎
え
、
心
の
底
か
ら
春
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
由
良
の
子
ど
も
達
、
新
し

い
統
合
小
学
校
で
、
友
達
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
議
会
広
報
も
、
今

ま
で
と
違
っ
た
形
で
皆
様
に

お
伝
え
し
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　          

（
幸
）


